米の角膜炎感染者、「レニュー・マルチプラス」使用は１５人

【ワシントン５日時事】コンタクトレンズによるフザリウム菌角膜炎感染症の恐れが指摘されている問題で米疾病対策センター（CDC)は５日、１５人の感染患者が日本でも販売されているボシュ・ロム（ボシュロム）社製のレンズ洗浄液「レニュー・マルチプラス」を使用していたと正式発表した。
CDCによれば、５月５日までに全米で確認されたフザリウム菌角膜炎患者は１０２人。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時事通信） - 5月６日１２時００分
